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連　載

はじめに

　近年，わが国においても父親の育児参加を促進する「イ

クメンプロジェクト」1） をはじめ，父親の育児に対する

関心が高まっている。父親は子どもや母親にとって重要

な存在であり，父親が育児に参加することで，社会性の

発達をはじめ，子どもの成長に有意に影響することが明

らかにされている2）-5）。しかし，疾患をもつ子どもを有

する父親に対しては，まだ十分な支援や研究が行われて

いない。子どもの疾患は家族にとって大きな危機であり，

専門職による支援が必要である。

　本稿では，子どもの疾患のなかでも自閉症スペクトラ

ム障害（autism spectrum disorder；ASD）に焦点を当

て，家族の特徴や支援の実際について述べる。

ASD 児を有する家族にみられる傾向

　発達障害は子どもに比較的よくみられる精神疾患の一

つである。精神疾患の診断基準として世界的に普及して

いる DSM-Ⅴでは，「神経発達障害とは，発達的時期に

発症する条件をもつ一連の障害である。その障害は典型

的には発達早期，しばしば小学校入学前に現れ，個人的・

社会的・学業あるいは職業的な機能を損なう発達的な欠

陥により特徴づけられるものである。発達的な障害の幅

は，学習や実行機能の非常に特殊な制限から社会的スキ

ルや知能の全体的な欠陥まで幅がある」と定義してい

る6）。神経発達障害には，知的障害，コミュニケーショ

ン障害，ASD，注意欠如・多動性障害，特殊的学習障

害が含まれており，なかでも ASD は，コミュニケーショ

ンや社会的相互作用が持続的に障害されるため，両親と

の相互作用にも影響を生じる。ASD 児を育てている両

親は，乳児期からの共同注意の遅れやアイコンタクトの

少なさ，こだわりや感覚過敏に起因したかかわりの困難

さなどから，健常児の親よりも育児ストレスや育てにく

さを感じる傾向が高い7）。また，幼児期になると集団生

活の中で友達と遊べない，ルールを守れない，保育士の

指示に従えないなどの問題を生じやすく，親は，「育て

方の問題ではないか」といった罪悪感を抱く場合もある。

このように，ASD 児の社会的相互作用の障害は，子ど

もだけの問題ではなく，家族全体にネガティブな影響を

もたらすことが多い。そのため，家族を包括的に支援す

るとともに，家族機能を発揮できるようにサポートする

看護職者の重要性は高く，さまざまな支援が行われてい

る8）-11）。しかし，わが国では，支援対象のほとんどが母

親であり，父親に対する支援は十分とは言い難い現状に

ある。
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父親自身の社会的相互作用の障害により，育児のみなら

ず，夫婦関係に大きな支障をきたすことがある。例えば，

夫婦という二者関係では，問題なく生活できていた家庭

に子どもが誕生する。それに伴い生活スタイルや家族内

役割の変化は必然的に起こるが，夫は以前と同じ生活を

続け，育児は妻に任せきりになる。育児に協力しない夫

に対して妻の不満が高まり，不平を述べるとさらに夫は

非協力的になるという，悪循環が起こりやすい。

Ogston-Nobile ら20） は，１人の親が常に育児をしてい

る場合，その親はサポートされていないと感じて夫婦の

関係性の満足が下がるとともに，もう一方の親は罪悪感

を抱き，育児からより離れていくと述べている。また，

Lamb ら21） は，夫婦関係の質が高いと考える父親は，育

児を含めたさまざまな家庭の仕事に参加し，そのパート

ナーも父親の参加を高く評価するため，関係性の満足度

も高くなることを明らかにしている。これらのことから，

育児と夫婦関係は循環すると考えられるが，ASD 児の

いる家庭では，悪い循環に陥っている場合も多い。しか

し，ASD 児の父親は必ずしも故意に育児に消極的であっ

たり，妻の不満をあおる行動をとっているわけではない。

宮尾ら22） は，ASD 的特性を有する男性は，態度から気

持ちを想像することが苦手なため，乳幼児のサインに気

づきにくいこと，手順を明確に示さなければ行動しにく

いこと，家庭内で「夫」と「父親」の２つの役割を同時に担

うイメージがもちにくいことを記している。つまり，父

親の ASD の特性が育児を行ううえでの障害になってい

るといえる。

ASD 児を有する父親への支援

　ASD 児の父親を支援する場合，父親にも ASD の特性

がある可能性を考慮してかかわることが大切である。例

えば，乳幼児のサインの見方を一つひとつ教える，生活

パターンをスケジュール表にして視覚的に提示する，育

児スキルに関する具体的な手順を示すなど，ASD の適

応行動を促進する働きかけを育児支援に応用することも

有効だと考えられる。また，他者からの称賛は父親の育

児行動を強化するとともに，父親が父親役割を獲得し，

父親として成長する一助になる。そのため，父親の育児

への協力を肯定的に評価することや，「父親」としての成

ASD 児を有する父親の心理

　ASD 児の父親は健常児の父親よりも抑うつや不安が

有意に高いこと，子どもの疾患や症状に戸惑い ASD に

起因したネガティブな感情を抱きやすいこと，自分の経

験を他者と共有することや語る機会を必要としているこ

となどが示されている12）-17）。実際，医療現場で父親に支

援的にかかわるなかで，「この子は働きながら，自立し

て生きていけるのか」といった将来への不安や，「子ども

の行動が理解できないし，どうかかわればよいのかわか

らない」との戸惑いを話す父親が多い。また，母親からは，

「父親が子どものことを全然わかっていない」「やってほ

しいことがあっても，一から説明しなければならず，か

えって面倒だ」といった不満の声もよく聞かれる。父親

の多くは自分なりに育児に参加しようと努力しながら

も，子どもと接する時間の確保が難しい，子どもとのか

かわり方がわからない，育児に対して母親と意見が異な

るほか，さまざまな葛藤を抱いている。しかし，父親は

医療機関への付き添いや育児中のほかの親との交流が少

ないため，自分の経験や思いを他者と共有し，問題を解

決し，新たな知見を得る機会が母親ほど多くはない。ま

た，父親が自宅外で就労している場合，家庭で過ごす時

間が限られているため，ASD 児の行動を直接目にする

ことが少なく，子どもや家庭の状態を的確にとらえてい

ない場合もある。子どもに関する十分な情報をもたず，

不安や疑問を抱いたまま子どもと接することは，子ども

に対するネガティブな感情を増幅させることにつながり

やすい。その結果，父子関係は弱くなり，家族内で疎外

感を抱く可能性もある。そのため，父親が ASD や子ど

もの特性を理解したり，自分自身の思いを表出できる機

会を設けるなど，父親のニーズや状況に応じた具体的な

支援をすることは，とくに重要であると考えられる。

ASD の特性をもつ父親

　ASD は脳の機能障害の一つであるが，先行研究から

遺伝的関与が示されており18）19），両親のいずれかが，

ASD の特性を有している可能性が高い。とりわけ，

ASD は男性の罹患率が高いため，父親にその特性がみ

られるケースが多い。父親に ASD の特性がある場合，
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功体験を積み重ねていけるように配慮し，父親の自己効

力感を高めることも重要である。さらに中野ら23） は，「父

親の会」というミニレクチャーにより，父親同士の語り

を通して自分自身を振り返り，家族への具体的なかかわ

りを考えることも家族関係の改善につながると述べてい

る。父親がほかの父親や看護職者と語り合いながら，父

親の役割を学習し，家庭でのあり方を考える機会を設け

ることも有用であると考えられる。

おわりに

　父親が ASD 児の父親として成長し，楽しみながら子

どもを育てていくためには，父親への支援が大切である。

父親の ASD 的特性を考慮するとともに，父親の強みを

生かし，弱みをフォローするような支援が今後も広がる

ことを願っている。また，父親が育児に参加することは，

母親の身体的負担や時間的な制約を軽減するだけでな

く，精神的な支えとなる。両親をサポートしていく看護

実践は，ASD 児の健やかな成長のために重要であると

考えられる。
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